
 

いつまで残暑が続くのかと思っていましたが、秋分の日が過ぎると、日の入りが随分と早くなりまし

た。通園バスの中でも、子供が、５時半頃になると暗くなる。と話していました。子供心にも季節を感じ

ているのだと思いました。朝晩は涼しくなり、エアコン無しで寝られるよ

うになりました。 

さて、１０月７日(土)は運動会です。練習も大詰めを迎えています。

毎年担任が趣向を凝らし、子供たちも全力１２０%でやり切る、特に年

長組の「組み立て表現」は今年も素晴らしい演技になりそうです。年中

組も音楽に合わせて一人一人が、その子なりに一生懸命練習に励んでい

ました。子供たちはお家の人に見てもらうことを楽しみにしています。

お天気の心配なく運動会が出来ることを願っています。 

              

運動会前の忙しい中でも………… 

今、幼稚園は運動会一色と言っても過言ではありませんが、それでも通常の活動を疎かにするこ

となく取り組んでいます。秋ジャガイモも植えました。5 月の田植えから苗が順調に育ち稲刈りも

体験できました。交通安全教室、誕生会もできました。もちろんいつもよりは忙しい毎日ですが、そ

の中でも自由遊びもバランスよく取り入れて、子供たちは遊具で遊んだり、虫取りをしたり、砂場

で好きなものを作ったり、伸び伸びとにぎやかに過ごしています。 

 

読書活動を進めたいわけ ＜その１＞ 

－小学校につながる言葉の力や豊かな想像力の素地を育てたい－ 
夏休みにはたくさん本を読んでもらいありがとうございました。また 2 学期も

引き続き取り組んでくれていることはとても嬉しいかぎりです。 

教師による子供たちへの絵本や紙芝居の読み聞かせはもちろんですが、鳩山幼稚園では以前から

「えほんノート」に本の題名を記録して、絵本の貸し出しを行っていました。令和 2 年より「えほ

んノート」の表紙を親子で作成したり、「えほんノート」に「ひとこと感想」欄を入れたり、家での

読み聞かせをさらに充実し、保護者の皆さんにも読書活動に協力してもらっています。 

子供たちが絵本に触れることによる効果は大きいといわれています。お話を聞く（読む）ことで内

容を理解する力や集中力、お話に出てくる言葉から語彙力、登場人物の気持ちなどを想像する力、

科学絵本からは知的好奇心などが育っていきます。また、絵本から発展した活動(お楽しみ会の劇)で

表現する力や、「どうしてだろう、なぜだろう」という科学的な思考力の芽生え（本園の場合、栽培

活動を通して）や達成感・満足感、さらに集団の中で協調・協力する力も身に付いてきます。こうい

った力が幼少期から培われていき、就学後も繋がっていくことで、やがてＳＤＧｓの達成にもつな

がっていくと思っています。(そもそも、想像する力がなければ、ＳＤＧｓの 17 の目標は本当の意

味で理解さえできないのではないかと思います。) 

ただ、本物の力は一朝一夕に育っていくものではありません。幼稚園での教育は植物の

根であり、本園での読書活動が太い根の一端を担い、小学校就学につなげていければと

願って読書活動を続けています。 

 

                                 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『頑張っています、さくら組さん』 

                      さくら組担任 星野 佐和子 

長い夏休みが終わりいよいよ２学期が始まりました。みんなの元気な姿が揃い、とても嬉しく思います。

「先生あのね！」と夏休みの楽しかった思い出をたくさんお話ししてくれました。 

さて、仕度時間が少し伸びていたさくら組のみんなでしたが、すぐにいつものペースが戻り、仕度を終え

ると「遊びに行ってきまーす。」と明るい声が聞こえます。クラスのお友達に声を掛けて好きな遊びに誘った

り、笑い合ったりする姿が見られるようになってきています。 

☆トンネルかけっこ☆ 

1 学期、初めてのことにドキドキする姿が見られたこともあり、運動会に向けて

トンネルに徐々に慣れてほしいという思いから、トンネルを廊下に設置し、遊びの

中で自然と触れられるようにしました。遊び慣れた頃、ホールへ、園庭へと設置場

所を移して練習を繰り返すうちに、ゴールを目指しながら、トンネルをくぐれるよ

うになってきました。自分なりにやってみようかなという気持ち持って、それぞれ

のペースで頑張って取り組んでいます。 

☆呪文の言葉『ぱっぷんぷう』☆ 

今年のさくら組のダンスは『ぱっぷんぷう』です。汗を流しながらも、少しずつ練習を頑張ってきたさく

ら組のみんな。「ポンポンのいい音がするから、手をグルグルするところが好きなんだ。」「ポーズのところが

いいんだよ。」とお気に入りのポイントがあるようです。初めての運動会にドキドキしながらも、「楽しみ！」

と声がきこえるようになってきました。教室に飾られた万国旗を見て、『もうすぐなんだ』と気持ちも盛り上

がってきたように感じます。当日も温かいご声援をどうぞ宜しくお願いします。 

み～んな！げんき！ 

さくらぐみ 

『 にじ組さん頑張っています！ 』 

にじ組担任 窪田幸恵 

 ★始業式の日のことでした。「おはようございます！」と挨拶をしながら、教室に入るな

りすぐにブリッジをして見せてくれたＣ君。「見て！見て！」と言うだけでしたが、２学期

は運動会があることをわかっているのでしょうか。誇らしげに技を見せてくれました。「私

だってできるよ！」と周りの子もＣ君につづきます。担任からは運動会の話はまだしてい

ませんでしたが、子供たちの意欲にとても嬉しくなりました。 

運動会で取り組む創作表現は、年長組にしかできないというさくら組の頃からの皆の憧れがあり、子供たちは

今、一生懸命にダンスや技に取り組んでいます。実際にやってみると「うわ！（友達が乗ると）重いな！」「裸

足が痛い！」「暑いし疲れる～！」など大変なこともわかってきました。そんな中でも「お家でも練習してきた

よ！早く踊りたい！」や「裸足になってお庭でやりたいな！」など表現することを楽しみにする姿もたくさん見

られます。皆、本当に毎日一生懸命に取り組んでいます。本番では、自信をもって伸び伸びと演じてほしいと思

います。 

 

★「一緒のチームにならない？」「いいね！早く走って勝ちたいよね！」と

Ａちゃん、Ｂちゃんが相談しながら手をつないでリレーのスタート地点に向か

っていきます。クラスで２チームに分かれてリレーをしていますが、最初のう 

ちは、メンバーを決めず自分の好きな帽子の色（緑か白）に分かれて取り組みました。ですが、回数を重ねる

度に『勝ってみたい』という気持ちが皆の気持ちの中に芽生えはじめ、『自分のチームの中には誰がいるのだろ

う』と一緒のチームの子の顔ぶれを確かめたり、ＡちゃんＢちゃんのように声を掛け合ったりし同じチームにな

って一緒に頑張ろうとする姿も見られるようになってきました。走るのがちょっぴりドキドキする子、負けて悔

し涙を流す子、などリレーをする度に皆の気持ちも表情も変わってきています。勝っても負けても、にじ組の皆

の心に友達と一緒に頑張った気持ちが残るといいなと、私の応援にも毎回力が入ります。 

 

～運動会当日、どうぞ頑張り屋さんのにじ組の子供たちにたくさんの声援をお願い致します！～ 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

時 期 さくら 組 に じ 組 

10 月上旬 

 

中旬 

下旬 

 

 

11 月上旬 

・運動会に参加する。 

・運動会の絵を描く 

・親子遠足に行く。 

・サツマイモ掘りをする。 

・サツマイモの絵を描く。 

・木の実・葉を使って遊ぶ。 

 

・にじ組のお店屋さんごっこで、お金を

作って買い物をする。 

・運動会に参加する。 

・運動会の絵を描く 

・親子遠足に行く。 

・サツマイモ掘りをする。 

・お店屋さんごっこの話し合いをして、製

作準備する。 

 

・さくら組を招いてお店やさんごっこを

する。(未就園児保育体験日) 

 

 

 

稲の様子を見ましょう 

 

 

 

 

幼稚園の稲だけでした 

 

 

 

 

お米はついているかな 

 

 

 

発泡スチロール稲 

 

 

 

イネ刈りです 

 

 

 

 

 

 

 

にじ組は 2回目の体験 

 

 

収穫！ 

 

 

 

 

 

さくら組初挑戦 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今回の出し物は「大きなかぶ」 

 

 

 

みんなで抜きました 

 

 

お誕生日おめでとう！ 

 

 

 

 

 

赤いのがジャガイモ 

 

 

 

 

 

 

 

おおきくなあれ！ 

 

 

 

  

 

 

 

モリモリのサツマイモの蔓 

 

 

 

 

 

 

 

これが太ってきてサツマイモになるはずです 

 

 

雑草をきれいに抜きましたが、すぐに…！ 

 

 

 


